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「家j 意識の問題と「自己J 認識との関係を、「皇国J や「産霊J 思想の展開の中に位置づける試みをおこなってい
る。
論文審査の結果の要旨
国学思想が、幕末・維新期には、本居宣長や平田篤胤などの頂点的思想家の手を離れて、草葬層の中に深く浸透し
たことは周知のことである。また賀茂真淵や本居宣長らが「唐心J を廃して「大和心」の探求に腐心したのにたいし
て、それをうけた平田派の国学が、現実的運動の中で、西洋思想をキリスト教まで含めて、マキャベリスティックに
吸収したことも知られたことである。しかしまた、島崎藤村の『夜明け前』の青山半蔵の運命が象徴するように、国
学は結局は国民の主体形成にとっては限界を示し、天皇制イデオロギーに包摂される、と理解されてきた。
しかし、本論文は、国学が、中盛彬において「産霊J についての独自の認識を展開させることによって、国学的枠
組みを越えた、新たな世界観の形成、新たな主体形成に寄与できること、また中瑞雲斎を含めた多くの草葬層が、神
の意志を請けた「朝憲」の思想を膨らませることによって、近代天皇制(イデオロギー)を相対化させることができ
ていること、を明らかにした。これは、国学についてのこれまでの認識の転換を迫るものであり、草葬層においては、
国学をこのように独自に発展させる可能性のあることを示唆したのである。
本論文は、中盛彬らの史料についての綿密な分析、それ以上に豊かな分析とでも言ってよい分析を示してくれてい
る。論者の初期の論文(第四・五章)には、思想の分析としても政治運動の分析としても中途半端なものがないわけ
ではないが、豊かな思想史分析に結実しつつあり、国学研究はもとより維新史研究にも重要な視点を投げかけている
のである。よって、ここに本論文を博士(文学)の学位を授与するに値するものであると認定する。
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